
〈事製o.事事

制

2

2
雪
量
交
わ
が
両
立
み
龍
、
一
一
審
理
襲
撃
脇

町
制

M
J
W

平
塚
守
口
磯
村
名
男
(
い
さ
一
一
一
年
自
に
京
試
験
自
筏
麿
れ
て
中
学
教
員

制
ア
り
二
お
〉
完
〈
小
鍋
島
〉
が
顧
の
資
警
一
揮
九
時
に
ニ
十
襲
。

川
川
封
、
〈

z

軍
服
官
小
開
票
、

A
Z
什
関
節
の
翠
夜
、
一
重
県
一
一
一
番
に
設
立
問

削
持
労
…
雲
さ
ん
寺
田
縄
〉
裂
も
な
い
県
立
田
村
申
学
教
諭
と
な
っ
為
初

制

僻

名

φ

事
担
率
宍
岩
淵
勝
雄
任
給
九
十
高
翁
在
の
十
高
童
話

州
小
ヨ
セ
ら
ん
(
線
)
が
思
議
選
且
高
結
だ
っ
た
。
新
設
挫
の
蕊
持
者
設
揮
し
ょ

側
細
川
内
章
、
一
福
島
随
雪
ん
(
霊

2庭
球
部
長
と
な
っ

Z
T一
ヌ
量
寸
青

山
博
診
一
回
〉
と
問
中
毒
苧
ん
〈
袖
成
場
内
五
霊
感
で
一
県
下
車
掌
摺

市
で
は
い
竜
童
寺
山
に
石
山
を
中
心
と
主
お
も
に
山
重
量
!
と
レ
ク

1
1ジ
ョ
ン
墨
書
立
基
備
す
る
を
え
震
に
極
主
モ
れ
ぞ
れ
の
襲
返
す
る
警
官
設
問
問
哲
…
ケ
訴
)
事
総
要
望
妻
、
東
北
地
方
中
妻
子
権
大
告
に
露

間
…
山
〈
こ
ま
品
、
季
語
の
整
僚
を
一
す
結
ん
で
、
観
光
壁
、
高
鷹
山
口
山
留
の
て
よ

Z
い
う
も
の
で
ナ
。
た
好
環
境
を
そ
自
主
産
事
し
た
諸
施
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す

o

m

j

j

i

摘
、
谷
口
芳
経
さ
ん
泥
水
書
大
会
に
東
北
代
表
よ
し
ず
お
奈
川
代
表

す

め

て

い

受

話

山

葬

と

し

て

震

で

ド

宮

工

事

善

意

だ

け

号

来

春

白

雲

寺

え

て

い

ま

す

。

遺

産

、

ミ

霊

童

じ

て

脚

色

)

と

一

ニ

草

作

さ

ん

蕊

小

露

中

学

長

決

勝

を

表

、

十

一

回

戦

童
話
主
主
い
じ
ゃ
#
?
と
い

pbの
そ

y
iズ
ジ
に
は
利
用
で
き
る
よ
う
、
い
キ
ャ
ン
プ
湯
は
従
来
か
ら
あ
っ
た
も

2ほ
ん
義
者
の
者
観
光
シ
1
ズ

側

慣

思

議

奪

建

議

室

室

長

え

で

惜

敗

(

雲

警

護

コ

た

め

に

義

話

相

撲

溺

聖

書

よ

る

討

議

滋

公

害

母

宅

L
場
若
君
主
蓄
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
の
を
炊
事
場
な
と
再
整
備
し
二

J

E迎
え
て
い
ま

F。
芸
市
民
一
告
側
撃
を
混
じ
て
童
基
に
つ
〈
さ
れ
た
白
雲
喜
久
空
港
著
名
門
葉

山
(
こ
ま
や
ま
ゆ
こ
5
ら
一
い
さ
ん
)
と
環
解
と
協
力
で
五
一
方
七
手
平
方
以
余
が
ブ
ペ
ー
ス
、
広
場
な
ど
一
一
一
千
半
方
が
空
気
広
〈
市
民
以
外
の
利
用
者
室
い
糊
功
摘
に
L

毒
も
の
で
、
多
難
の
人
与
を
住
吉
李
主
弐
葬
職
場
L
就
職
す
る
主
審
が

も

い

わ

ハ

平

塚

白

書

大

野

と

借

号

室

長

一

部

森

林

地

震

護

し

、

震

ぐ

る

み

で

指

し

め

る

キ

と

い

わ

を

い

ま

す

。

費

支

完

削

ぬ

い

だ

い

ぶ

し

銀

宮

と

き

人

苦

戦

士

脅

し

た

。

の
長
に
ひ
ろ
円
支
貴
か
ら
一
高
原
与
黒
田
自
然
体
震
に
指
定
さ
ハ
い
ま
さ
で
も
フ
一
つ
、
産
四
月

D
d
ャ
ン
プ
壊
と
す
る
高
モ
ー
ト
と
昔
、
廃
車
に
相
事
事
側
た
ち
に
、
山
か
ら
紋
持
率
、
し
た
い
。
義
者
昭
和
十
七
年
教
頭
、
正
七
位
高
τ

等
霊
袋

内
八
偵
山
〈
は
つ
び
ょ
う
や
さ
、
す
で
に
県
季
語
葉
を
改
宗
し
て
宮
里
込
一
記

Eて
去
年
吉
野
持
母
、
公
閑
地
域
一
帯
が
費
用
T
手
り
で
し
ょ
う
。
昨
年
の
来
関
川
仰
の
代
表
と

L
し
磯
村
さ
を
紹
介
す
る
。
待
通
に
霊
。
同
年
八
月
平
塚
市
皇
警

護
山
(
せ
ん
げ
ん
や
ま
)
、
主
語
植
裁
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
襟
に
詰
さ
れ
た
つ
誌
の
諜
」
は
、
ほ
の
た
妥
結
記
察
官
宅
者
数
は
一
一
一
f
f七
万
へ
討
量
五
万
台
附
磯
村
さ
ん
は
迫
罪
小
雪
の
農
家
に
帰
郷
1

平
語
業
会
見
時
到
の
一
議
一
塁

山
ハ
あ
わ
た
ら
や
ま
)
と
連
な
っ
て
お
建
罵
辺
は
聖
書
事
樹
木
は
す
で
に
露

Z

Z
議

、

雪
L

凡
そ
の
一
帯
に
実
む
な
る
提
言
売
が
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
間
七
人
員
自
主
女
〉
の
長
田
と
し
て
生
童
話
在
、
襲
、
襲
、
善
行
事

伐
と
れ
ら
の
山
々
李
総
称
レ
て
義
そ
の
ま
ま
君
主
気
え
一
塁
場
、
そ
し
て
苦
手
努
重
量
豊
富
(
え
〉
付
内
パ
l
ド
パ
ス
文
芝
昔
、
湖
南
地
万
能
石
泉
州
中
京
れ
た
心
戦
九
シ
ι棄
の
ほ
か
、
全
員
健
室
、
完
全
一
給
食
実
施
な
ど
に
苦
労
し
た
が

言
、
霊
山
と
い
っ
て
い
ま
す
が
、
々
々
に
は
芝
生
、
重
要
ぎ
か
震
さ
れ
ま
た
審
議
事
な
五

2
2
2泊
、

警

雲

市

比

例

主

富

山

費

制

在

と

い

う

?

還

を

ま

代

ま

で

議

室

答

書

室

と

、

定

な
か
で
も
事
総
山
演
は
以
前
に
は
ど
を
惇
え
ま
す
。
車
内
に
は
潅
(
か
の
議
究
室
平
登
山
道
車
線
に
ふ
一
定
需
要
で
き
る
よ
主
主
子
供
の
瀧
白
話
に
よ
っ
て
い
っ
雲
間
五
毒
薬
害
義
泌
す
る
筆
記
た
っ
た
が
時
制
へ
の
会
空
襲
撃
霊
長
十
八
年

一
千
裂
さ
と
い
わ
内
今
は
お
な
じ
ん
)
守
儀
式

4電
器
宣
手
棋
の
諜
入
品
」
霊
祭
立
て
の
現
に
マ
よ
し
た
「
自
然
の
取
空
襲
さ
れ
て
い
主
主
モ
し
て
一
大
附
ハ
請
が
す
警
官
、
豪
(
衆
議
選
。
教
職
語
沼
十
九
印
必
至
誓
千

語
「
明
言
と
な
っ
て
い

4
8
;
t台
、

ベ

ン

チ

な

ど

蓄

施

設

を

主

て

い

妻

。

の

場

に

し

た

い

計

管

室

山

議

と

し

丈

警

唯

一

号

制

に

読

、

家

を

た

た

ん

で

一

言

還

の

世

に

室

。

著

書

霊

安

る

も

の

。

そ

れ

で

す

。

っ

く

b
ま
す
。
そ
し
て
童
寺
山
、
浅
五
か
年
計
画
の
内
容
は
キ
ャ
ン
プ
植
物
観
謀
略
L
は
関
内
の
警
な
樹

Z
z
iシ
ョ
ジ
霊
と
じ
て
茎
総
括
に
な
白
、
一

Z
I
-
-
3
e
j
a
z
z
-
-
e
p
o
a
e
i

退
職
後
、
市
選
管

市
で
誌
を
管
協
力
事
文
書
、
盟
平
攻
撃
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
埠
、
霊
園
、
重
量
遊
具
広
場
李
植
物
に
名
札
を
つ
け
、
散
策
し
な
市
白
書
、
そ
し
て
来
望
い
に
い
の
側
面
も
葬
式
事
る
“
警
護
議
襲
撃
議
…
室
長
1

文
議
採

い
わ
頃
言
語
の
平
塚
代
議
主
主
て
整
備
口
市
民
の
レ
ミ
駐
車
場
と
賄
罪
事
繁
華
な
ど
が
ら
観
蝦
で
き
る
よ
う
詰

i
自
然
怠
と
な
る

2
1し
ょ

日

ジ

。

側

霊

祭

震

い

…

警

護

磯

譲

二

重

宝

重

。

山
山
之
父
却
J

ほ
こ
土
議
機
:
、
二
機
綴
後
輩
さ
調
布
私
立
幼
稚
醐
細
長

州

議

選

村

憲

章

一

:

三

議

野

欄

の

号

室

長

側

室

に

留

?ξ

日
総
務
識
で
川
純

j
〆
射
蓄
遺
品
口
童
謡
、

制

限

付

え

は

小

学

。

襲

撃

襲

撃

機

灘

崎

霊

協

会

平

捜

部

立

川
川
容
は
俊
一
等
生
喜
一
警
護
襲
撃
警
護
…
妻
、
国
間
事
政
式

川
仰
げ
た
が
、
」
ハ
仔
の
と

ezejig--iiz

庭
球
協
会
長
、
掴
平
市

約
三
位
置
と
校
長
の
塁
d

〔
な
ヲ
ら
が
県
立
軟
式
接
議
会
副
会
長
、
中
怠
安
高
島
助
金
駒

山
問
中
学
に
入
学
す
る
の
を
ャ
つ
ら
や
み
な
が
、
匂
島
支
部
門
巧
暴
露
夜
長
〈
ゃ
っ
た
廷
為

的
紫
白
事
情
h

と
烈
し
て
高
帯
都
r
ト
車
ん
だ
肉

ζ
と
だ
が
二
た
〈
さ
ん
む
万
か
ら
叙
抑
制
白
羽

山
川
学
の
4
1
止
み
難
/
¥
父
に
な
い
し
ょ
で
県
立
替
を
い
た
だ
き
感
謝
し
で
い
る
。
老
骨
を
捧

開
平
塚
援
策
学
校
を
長
臨
し
た
均
一
一
一
時
対
中
学
げ
王
室
が
ん
ば
る
つ
も
白
」
む
お
ζ
と。

山
川
女
学
校
議
高
時
川
)
は
エ
リ
ー
ト
白
子
弟
ど
賛
同
議
新
平
佑
が
病
院
開
設
に
当
た

諮
る

m
u、
平
藤
も
定
教
討
中
な
と
一
R
4
4
唱
が
数
し
り
近
綴
に
贈
っ
た
と
い
う
吊
紗
(
ふ
と
さ
v

杖
仔
捌
か
っ
た
が
、
空
殺
事
も
し
な
い
で
パ
ス
し
を
入
手
レ
た
が
、
そ
れ
に
謹
か
れ
た
『
人
の

や
ん
制
+
九
世
主
J

を
公
同
一
は
黙
認
し
ず
と
れ
た
ら
高
小

b叫
U
L

話
に
な
ら
ぬ
亭
フ
戸
、
人
の
お
世
話
学
ず

た
し
術
品
は
一
一
岸
良
尽
に
は
い
こ
ふ
み
る
と
照
子
る
よ
λ
ヘ
そ
し
で
闘
い
を
求
め
ぬ
よ
っ
ι

れ

謀

総

ら
者
側
議
の
名
門
の
子
弟

RMUだ
っ
た
u

月
お
と
い
う
の
に
感
動
、
警
の
銘
と
し
、
き

日
間
側
委
む
士
官
接
校
に
行
き
た
か
っ
た
が
、
事
犯
の
著
書
発
と
し
て
い
る
。
五
十

で
が
間
断
怠
し
又
大
一
比
八
年
埠
菜
、
家
素
手
伝
年
間
す
っ
た
持
金
も
五
ヰ
前
に
や
め
勺
夜

乱

吋

的

っ

。

は

伴

内

を

章

。

〈

だ

も

の

が

好

き

で

一

霊

記
族
問
湿
地
帯
に
あ
る
大
排
ぶ
な
ど
か
ら
務
執
で
関
長
つ
く
担
、
ナ
ジ
、
カ
年
、
ト
マ
ト
、
イ

護
側
担
菜
す
れ
ば
去
か
ら
害
す
げ
て
義
荷
主
な
戸
え
て
治
家
静
香
豪
の
ほ
か
桑

野
前
附
ポ
を
も
ら
わ
な
〈
て
す
む
と
考
一
へ
独
占
凡
で
遜
一
一
日
時
来
高
ス
キ
!
、
狩
鵠
自
動
車

護
側
友
人
か
ら
品
川
ジ
喜
一
管
長
聖
呼
び
か
植
物
学
と
多
養
護
毒
事
と
葎
腕
。

指
紋
附
け
た
が
、
反
対
に
反
逆
者
援
い
さ
れ
廃
府
昭
夫
人
守
る
と
の
湾
L
一
圏
内
一
一
一
考
篠
八
A
q

間
封
書
に
章
、
ひ
と
b
で
生
き
る
み
ち
を
七
一
縄
住
療
は
平
察
中
小
鎖
措
一
一
一
a

向
山
考
J

凡
1

独
世
主
学
教
員
の
賓
格
を
き
っ
戸
文
@
名
議
事
広
報
号
一
一
タ
ふ

州
側
と
決
意
べ
間
四
前
の
計
ら
い
で
大
卒
主
産
母

制
削
校
の
化
学
巽
習
助
手
と
な
一
夕
、
日
曜
盆
東
京

綿
密
大
教
授
潟
村
再
構
め
も
主
人
遜
い
、
持
品
制

献
苧
を
場
字
レ
常
澄
写
文
添
替
輸
定
試
験
を

麹現鍾鶴塑留島瞳

輝頭穆標期掲揚関鶴
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吋

J
z
i
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昭和初年度の符ベ

Aと忍を土ヒ事交 v 、
φ昭和"年度認悦
昭和年成の持桜揚場頭X!.4向。判長トA

為事費
I!I住宅用地

ゆ昭平"必有二度;支現

ー
宅
地
等
(
噂
地
、
町
除
く

T
べ
て
の

土
地
)
の
関
税
方
法昭和必恥支の汗婿叙kio!-吋

，1.4 
昭和'"予皮の汗凶額入

替
市
り
行
第
一
期
す
む
か
ベ
市
民
自
車
を
巻
輯
答
れ
る
時
山
崎
明
び
次

み
な
さ
ん
も
マ
イ
カ
ー
で
休
日
を
楽
の
こ
と
を
守
担
、
自
分
は
も
ち
ろ
ん

し
ま
れ
る
C
と
と
思
う
。
平
摂
市
内
偽
人
会
牛
命
を
大
切
仁
し

τくだ
さ

は
銭
元
地
に
通
子
る
道
路
を
ひ
か
凡
い
@

県
外
か
ら
の
瑠
も
議
1
H
塑
炎
マ
安
全
な
震
に
よ
る
通
常

議
故
何
事
が
多
発
し
て
い
る
。
明
ザ
館
理
な
諸
越
?
河
追
抜
き
は
し
な

ν
 

曹
敵
溜
還
転
、
過
労
道
長
は
し
な
い

V
自
動
車
期
空
前
、
同
乗
の
療
の
際
焔

ペル
h

の
も
市
“

す
二
輔
自
一
拐
事
張
問
時
の
へ
ん
メ
y

マ伐の

thm-

V
踏
切
に
お
け
る
…
時
炉
停
止
吋
安
全

E限5を詩〈霧器・ 3持勾時
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ぷ
じ
ま
ね
し
た
と
こ
f
Q
悼
間
足
の
て
話
市
1iu
闘
に
「
一
九
円
地
採
全
地
ば

万
に
も
お
礼
の
手
紙
や
域
誌
が
た
く
」
ιγ
一
定
め
る

ざ
ん
来
て
い
る
と
の
」
で
あ
っ
た
ω

一
一
、
弓
地
保
辛
活
民
」
ケ
唱
に
す

ル
悼
宵
ぷ
で
は
ζ
の
設
胡
震
に
こ
な
え
る
島
台
は
、
地
反
孔
山
山
の
鷲
見
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え
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市
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怒
り
南
地
名
を
婦
人
を
対
魚
に
選
一
一
同
字
、
府
レ
て
い
合
併
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療
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を

「
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。
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。
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台
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携
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携
な
ど
の
ほ
か

う

。

の

よ

う

な

お

ヂ

紙

を

い

た

た

い

た

ω

南
の
軍
司
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、
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が
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仁
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陪
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。
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れ
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あ
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検
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献
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。
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世
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湾
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什
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協 1j):'ム符理事l'l5所では台風などの際、オにJ甘えて被主宰

の起るのをiWぐために、放流言績を5月 18日にないます。
詐棋はすイレジ、スピーカ」およぴ績報E誌によって行ないま

すのでまちがわないよう世乙蜜して〈ださい。サイレン吹鳴は城

山、小金、田名、昭和構、磯部、座間、厚木、相Jil、宮山、平

塚のj阪に行ない、終了まで一時間を必要とします、なお当日は

ダムからの放流は行ないません。

期日 5 Jl1 8日 C金)8時 30分から16日古までむ明
サイレン政鳴揮11!!J 9時o5分から10時o5分まで

第 2回 1 3時o5分から14時o5分まで
業庁管理局主主山事務所、県.!iRLiJダム営
健苦言0427(82)2831
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右
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レ
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よ
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p
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イ
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。
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1月 6E:i 第20自J市内釈伝
13 錦10回市内支業団訳伝
14，28 市民スポーYの!
18~22 鰐22回市民スキー
27 多少年マヨyy大会
2月17日 月伊j少年マヨ全ノy大会

，計百三スボの日

龍 1回市民スキー選手

権大会

3月1l・日市昆スボ-YOEl
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壮年体力テスト24 
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古
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い
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。
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毛争争5療担i込み!'ヲ 5羽毛まで務教委体予事E粟へ

主主総合体育室室内 (31)

滋委参加議撃の鼓督は告丹治日の指導研樺金と
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と
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言語分喝トー潜ホ曙ドー平揖

<>慈善章で弁主語・ホ費電，交通草壁4∞丹
市教湾運委主ミゑ，守持;湾長ヨ毒事喜霊長重迷絡協議会 e害時30分平膿車問北詞謹告
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オく語、クレパス、クレヨン使用
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数療を受げる布告告は「予防接喜重

滋Jで定められているヲ
〈こ第1期 往復完結6D'Jまから24か月
まで

C第 2葺早川小学校入ザ!抗告か月以内
。第3期 m ノJ、学校ヰJ誌が，6か月ι内
初めて白種主主[止、大さくなってか

ら受けると、意吉長後政投¢た佐が

あるn 特に第 1 釘をを (~'ô時期は大

事Oliさ。必ず総 1主耳

roはしか、 7)くほうそれおたふく1!'
ぜ等にかかったと与は、治ってか

ら1か月以上た「工長りる。
必ひきつけをおこしたことのある人

は、治径三によく.1.，、してから受

愛馬主留了20悉20号。 ιγ告で長是認を
経営していられる疋間程久夫さん

(26)と好江く2のさんの長男。混在'6か
月で身長65宇、部教8キロ。いつも寝
起きがよく、む員長もよ〈食べ、自分で

おすわ!Jもする手むかからない、あ

いそうのよい、よい fo居間はおし
めもせず、おしっとも亡、とDで立っ
てする。 J'ヤミもママもロ坂出身で、

おばあちゃんと 4人家技ぅおu芝生日
は47年日月13日。

す。必ず霊まで記入して品って占てく

ださい。

雨ヨミ等百ノピっノ，.，こなることもあるのでむ注意く

ださい。また、 7JJんの災紘地区は次弓広報紙でお

宝Eらせします。

盟聾続彊8
51守18臼旭公民館全日 1均支協と

沢支所

'"臼 器豊田公民館予貯脳会

民宣言 絞ら誠島公且注目

4静:司iース !lL宮古室玄間前世時接合一思議室富一競輪場-1藍科学 烹j英大学墨食〉

大将語審野章作諜FJr--)書紡託銀土語 泉銭水量苦難JlI7K霊喜一市役所前歎〉

4争E告iA 6月10臼までに往番重ハガキ1;::綾摂氏名、懇話在民記、また図体での申込み{求

人箆と代表者名をο 先走套鱗50名でしめ童話控室長す。軍費用!式窯科 Cただし皇霊堂代250丹必欝J

先砂王手塚市浅間怒i君主審l号本塚市芯u芦広、娘三票ヘ

5月22臼 金白公民罫1平康保位:見守
議守主主

ク 23百八幡公民館
.o-24臼抗野公民館 1:f:l%t公民館
&' 25日須賀公民館

'" 2813 
o' 29日
.. 30臼 神間公民館器企公民
~ 31尽花水公民館
61'1 日平塚市民病涜
覇特定日

5月25臼 j国公喪主芭 設中央農協こと
沢支所

? 28羽 捺護沼公民館会会問奇公
民主宮 様主主話公民館

ρ29臼金目玉民館平塚保f己資
講堂

ρ 3013 T揮公民館
? 31同穴野公民館松原公民正
4月 1臼 須賀公民昔前

'" 4臼 横内団地夜会場
タシ 5臼 中原公民館
'" 6日 神田公民館疑念沼会民館
<- 13 花京公民館
ク昌尽平語C市J>'J丙院

醒主す草魚・初回~接騨当日に満3歳空
主主過して綿 4 歳までむ幼H~ (L~ 

閣の間続で2函うけるコ

児 ζ112])

ぐ注〉種獲を受ける r2 ~塵f謁j たっ

ていない人は受けられませ;';0

醸時間・ 13時30分~15時。ただし泌
FIlの金埼は14筒'-15時まで@
盤ぐ 1邸時〉
5月11日 金国公庫笠宮 線中5込書聖1協

d三菅と支芳f
S月12自 弦巻回公定食官掛金田公

民館 帯場揺る公民紫

t 13時 中原漁民館器開廃公民館
d'14日アd野公民館神田公民館
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盤
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t 26日
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て2回目〉
5月18臼金自公民館策中央農協

。19日 夜せ豊回公民館桜金田公

o' 20S 
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箆節感挟島公民銀

盟対語集，罪者1歳まで自主主ちゃんなら
どなたでも受けられます。当日は

母子守主根を忘れずに持ってきてほ

しい。

題時鱈 e午前9時30:分-lC時3む分
5月17日仁木〉 工妥公民館
ク Z4Elけに〉 霊差出公民館
9318 C::tG 金自公民館
6月 7日〈木〉 主主島公民館
ρ14日仁木〉 横内田地集会潟
ρ21日仁木〉 岡崎公民館
4シ 28日仁木〉 苫沢公民館
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3であるが、その前宛として、大! 平塚市のゴヒほと伊型原市の南
言和朝廷の命令による車問遠征摺域には、古い剖街地帯を思わ官

主が探遣されたことは信じてよい。る地名が多いっまず、伊勢原市
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